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C型怠性肝炎に対する  
C製塩性肝炎のP8かtoげ8rOn／岡山山nn  HCVNS5A蛋白のISDR変異は   叩如t8一旬mn／曲8扇パ∩治療を普及させ  HCVコア蛋白変異、NS5A変異およぴ   
治療の効果はHCVコア蛋白およぴNS5A  p叩nt8爪汁帥／血色vi血感受性を規定、逆  肝癌を予防することは国民的課漁となゥ  Ⅰし28B多型検査による  

HCVコア蛋白変異、NS5八東集およぴ  
ること、コア蛋白の変異は治療効果を規  p8かtぬr州／砧8J血抵抗性を規定、さ  lL28B多型検査による   治療がなされていない。その理由の一つ  ルゴリズムについては学会発表、国内  

薬剤耐性肝炎ウイル  肝炎等克服  定する宿主因子である1L288多型と密接  らにHCVNS5AのIRRDR変異は再燃を  poかt8r向ron／血aJ血治療効果予測ア  ま現在の治療の効果が不確実であり長  医学誌への掲載、医師向け講座およぴ  

対策に関する研究   究   
ス感染の病態解明と   19  2†   緊急対策研   榎本 信幸             0  174  8  2  73  23  0  0  0  

国内外の学会で発表、学術！敷こ掲載さ  子であるル28【事多型を組み合わせること  性を検証した。今後ガイドラインを開発し  ないことにある。したがってウイルスおよ  診療連携拠点病院を中心として実地廟  
れ肝疾患研究に広く王熱するとともに  により高精度lこ治療効果を予測すること  て広く一般鴎床での普及を図る予定とし  び宿主遺伝子解析による確実な治療効  床への普及導入しつつある。今後、検証  
HCVの血判旬rαl抵抗性の宿主およぴウ  が可能となった。本成果に基づくHCV治  ている。   東予那ま患者からの要望が非常に強  を重ねガイドラインとしての提供、ウイル  
イルス要因の基礎的機序解明へ展朋し  療効果予測の普及が医療者および患者  く、また確実に効果の期待できる場合に  ス遺伝子検査の一般鴎床への導入を図  
ている。   から切望される状況となっている。  治療を榛極的に行うことは医療資源の  

有効活用の観点からも重要である。   

全摩の医療機関より、肝炎感染検査の  
肝炎ウイルスをはじめとした、血液を介  
して感染する病原体検出システム開発  
に成功し、特許出願を行った。病原体ゲ ノムを核幅法により壇嶋するととも  

ウイルス肝炎感染防  肝炎等克服  酸増  受けた後の検査が十分に行えていない  
止体制の確立に関す  3  13  0  0  0  0    0  0   

る総合研究   究   に、マイクロアレイ上で病原体特異的な 核酸配列を確認する方法である。これま での検出システムと同等以上に感度を  
査が決められているが、輸血後検査の  検査体制の拡充が課惣である。   

保持し、多種類の病原体を一度に検出  
することが可能となった。  から明らかとなった．輸血後検査傭制の  

強化が生まれる。   

本研究では肝炎ウイルス培養系や増殖  
系を用いて新規肝炎治療法の開発を日  
的とした。Hβ∨の感染系など新たな実  肝炎ウイルスに対する新たな治療法の  

験系を開発し、新たな治療標的を探索し た。ウイルスの生活環を詳細に解明し、  開発は患者の予後を改善し、肝硬変お  

ウイルスの複製増殖に関わる宿主因子  
よび肝臓癌という高度な医療が必要な  
疾患の患者劾を減らし、結果的に医療  

肝炎ウイルスの培養  肝炎等克服  が同定され、新たな治療標的候補を示  費の低減に寄与し、社会の福祉に寄与  
系を用いた新規肝哉 治療法の開発  19  21   緊急対策研 究  脇層l陸字         した¢杭ウイルス薬スクリーニングによ リ、多くの候補化合物を同定した。同定  する。また、ウイルス肝炎患者を広く検  0  208  29  0  180  159  16  0  0   

した治療横的に対する薬物スクリーニン  診で拾い上げ、適切な治療を行うことが  

グの実施、新規抗ウイルス英検補の前  
社会的な要請である。この委譲に応える  
ためにはより効果の高い治療法を低コ  

臨床試験および臨床開発へのヰ入を進  ストで実施できるよう開発していく必要が  
める必要がある。特に、化合物の展開  ある。   
研究を製薬企業との共同研究で進め  
る。   

本研究および関連の調査によって、わ  
が国におけるユニバーサルHBワクチン  
接種の導入について様々な同性点を捷  
起することができた。そして、それらを包  

肝炎ウイルス感染防  肝炎等克服  括して「ユニバーサルHBワクチン接種に  「ユニバーサルH8ワクチン接種に閲す  
御を目指したワクチン  る捷言」を作成し、総合研究報告書に添  2  5  3  0  22  4  0    7   

接種の基盤構築   究   至った。今後はH8ワクチンの接種効果  付して本省に提出した。   
およぴHB－UVの対貪用効果についての  
検証を進め、国際協力という観点からも  
我が国におけるH8－∪∨導入への取り穏  

みを前進させるべく努力を掛ナる。   
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H（〉Vコア蛋白のSPPによる成熟機構を 明らかにした。HCVコア蛋白による発が  
んメカニズムとして核内PA2肘こよる分  

B型及びC型肝炎ウ  
解とミトコンドノア内シャペロン機能の抑  

イルスの感染による  制という2つのイベントが存在することを  
明らかにした。HBVエントリーに関連す  

該当なし   王衷当なし   0  119  2  0  62  42    0  0   

法の肌先に関する研  肝がん発症の病賠解 明とその予防・治療   る遺伝子の候を探した。がんにお けるMICAの分泌メカニズムを解明した。  

究   オステオアクチビンの炎症性発がんに  
おける意義を明らかにした。肝がんに対  

する樹状細胞／サイトカイン併用治療効 果を動物庸子ルで明らかにした 

。   

本研究では、肝癌の発生や再発に関連  
するg8n什nicな遺伝多型を網羅的に解  
析し、さらに検証コホートにおいて確認  
することにより．A【）AR82周囲の遺伝多  

平成20年11月2日駕50回日本消化器  
ウイルス肝炎による  型が若年肝癌発生に関係することを示  痛学会大会市民公開講座「消化器痙 

なし  生活習慣による予防と最新治療J東京ス  

肝がんの再発防止メ カニズムの解明に閑 する研究  19  21  肝炎等克服 緊急対策研 究  小俣l政男       した。また、肝癌結附こおける遺伝子具 頼（増幅やLOH）を網羅的に解析し 、  

ボーッ新蘭平成20年7月1日一12日シ  

GRHLヱ遺伝子のコピー数増幅が肝珪再  
リーズがんこその病態から最新治療法ま  
でこ肝臓   

発と有意に関連していることを見出し  
た。   

わが国における肝炎ウイルス感染の状  

況、すなわち、年齢階級別のHCVキャリ   
かし、JDDW2†、特別企画「本邦におけ  

として開始されたH8V母子感染予防対 策は、出生年ごとのHBVキャリア皐、 HBs抗体およびHBc抗体陽性車の解析  
により効果的に運用されていることを示  

肝炎状況・長期予後  19  21  肝炎等克服 緊急対策研 究  田中 純子  

診受診者80【）万人の大規模♯団を対象 とした特性に応じた解析により、わが国 の患者を除く一般■団におけるキャリア  
率を得、その数値を元として患者を除〈 推計キャリア数を捷示した 

。   言をした。   
必要性を示唆した。   染阻止能の可能性を示した。 

（り研究目的の成果ウイルス性肝炎の 診療において、最適の治療法の選択、 およぴ、新たな治療法の開発が求めら れている。本研究は目的とした、1）治療 溝の選択、治療効果を予測する診断法  
ジェノミクス技術を用  の開発を行った、2）新たな治療法を開  

に対する新規診断■   究   
治療法の開発  いたウイルス性肝炎   19  21  肝炎等克服 緊急対策研   金子周一        発する基盤研究を行った。（2）研究成 果の学術的・国際的・社▲的意♯慢性   

をみない。   
の解析、J28日領域の遺伝子多型との関 違解析の成案は世界をリードしている。 環状特殊ペプチド業物侯檎は世界に例  出来る可能性がある。   り上げられた（21年Tl月20日）。   
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開l薫  有】  
始了  文   

待   

lP－10の発現先進機序が肝炎悟性化に  
玉章な役割を演じている可能性が示唆  
された。HCVの排賎にはDCの活性化が  
重要であり、MDCのTLR3－TRIF一丁RAF6  

HCV感染における宿  肝炎等克帽  
の伝達経略が免疫制御治療の檀的とな  
る可能性が示された。悶G一】とMDA5がそ  

該当なし。   該当なし。   0  54  0  0  32  2¢  0  0  0   

の探索   主応答の分子機構の 解析と新規創業欄的   H〉  21   緊急対策研 究  松浦善治        れぞれ、短鑓、長銀の二本鑓RNAを認 渡し肝N産生を正に制御していることが  に、高いウイルス排除効果を期待でき  
明らかとなった。中空糸を用いた初代肝  
細胞塙養を用いて愚者血清由来HCVの  
ヰ港系の糸口が見えてきた。スイッチン  
ケ発現システムにより肝細胞がんを尭  
症できるモデルマウスを樹立した。   

C型の初回治療はR8V併用療法の不適  
平成21年虎は、新たにウイルス性肝硬  2010年3月6日平成21年度厚生労働省  
変及び悟性肝炎に対するガイドラインの  平成21年康より厚生労働省のC型肝炎   研究班公開報告会21年4月4日読売新   
追記・修正を行い今年度は．次世代の  IFN無効例は、REIV併用4紬ヽら72週投与  医療費助成の基準及び治療法の参考と  聞21年6月29日J8P帥M8dicine 21年6  

肝硬変を含めたウイ  東京都ウイルス肝炎対策協議会21年3月  

を作成した。地域共通で、慣性肝炎経過  併用72過とした。うつ状態でq不適例  24日、東京都ウイルス肝炎対策協浄会  の連携をし肝臓学会のホームページヘ  新聞 21年8月26日山形新聞21年6月  

究   ルス性肝疾患の治療 の様讃化に関する研   1g  21  肝炎等克服  熊田 怖光  
の連携バス、難治性C聖良性肝炎治療  止基讃を明確にし次世代の薬剤による  家会旛20年1月11日、5月27日、10月  生労働省監修の啓蒙活動を行い肝臓専  新聞21年6月21日千葉日報21年9月  
の連携パス、インターフェロン単独治療  治癒を目指した。B型は、NA製剤のdnJg  20日   門医のみならず一般医へも普及させ市  18日信濃毎日新聞 21年10月11日朝日  
のノくス、肝硬変にたいする連携パス、肝  08の範園を広げ8抗原雛7log以上  民公職講座を開催し患者さんへも肝炎  新聞 21年11月7朝日新聞21年12月13  
癌治療後の再発早期発見の連携パスを  治療の啓蒙活動を積極的に行った。  日朝日新蘭市民公開講座9件ノーン  
作成した。   DNAが陰性化例はS8qu8止血l療法に切  フレツト15捜雉   

り替えることとした  

lu8【ヨSNPsを治療俄に測定することで．  

C型肝炎に対するぺケインターフエロン  21年9月14日には名石匿市立大学HP  
＋リバピリン（PEG一昨N／R8V）併用療法  

に対する応答性とIu88  ことができる。また。構築した肝炎ウイル  治療効果に寄与するホスト側の区子で  を選別し、無効な人にとっては無用な苦  いて、本研究について一般国民にも分  
（IFN＆＃61548：3）遺伝子周辺の多型が  

テーラーメイ撞色療を   強く開運することを発見した。この成果  

19  21  肝炎等克服 緊急対策研 究  田中増人       は21年N故G…Ot等に発表し、国内外か ら大きな反響を頂いた。これまで明らか  に関する研究  となったウイルス遺伝子情報、SNP情  
発で患者の予後を改善するのみなら  とが望ましい。「肝硬変を含めたウイル  剤を開発することで、現在、効果の無い  る。第46回日本肝臓学会総会シンポ1、  

報、臨床什報は統合され、肝炎ウイルス 統デ 
合ータベースのプロトタイプは完成 した 

。  

める。   綴字会前期教育講演会において1u8日  
の低減lこ繋がり、社会福祉に寄与する  SNPの有用性について情報提供した。   
ことができる。   

小児では、幼児から高校塵までの喘息．  
これまで全国規模の全年齢にわたる国  

事、ガイドラインの音  免疫アレル   際的調査用紙であるISAA（〕、ECRHSで   アレル 

気管支喘息の有症  及効果とQOLに関す る全年齢全国調査に  

関する研究   研究  症状のある人のうち治療を受けている のは4肌以下であり、ガイドラインの普及 が必妻である 。   ことがわかった。   
連性があることがわかった。  

一71－   
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研究殊態名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

間終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  包 内  国 際   願 取  

得   

モデルマウスの作成においては、世界  
アレルギー性疾患の発症における皮膚  

で初めてフィラグリンノックアウトマウス  ／叫ア障害の役割が，本研究により確周  

の作成に成功する（未発表）とともに、  
たる基盤を築くことができた。長期的な  

鮎kyta汀マウスのフィラグリン遺伝子変  
展望としては、皮膚／くリア機能が陣書さ  

バリア機能陣書によ  免疫アレル  異を同定した（NatG帥吐21）。野生型マ  れることが考えられる個体において、出 生時よりスキンケアを適切に行い、皮膚  

るアトピー性疾慮廟 態解明に関する研究  19  2l   ギー疾患等 予防・治療  バリア性能を維持することによリアトピー  
研究   イトジャンクションの可視化に初めて成  性疾患の発症を予防することが可能と なる。アトピー性皮膚炎のみならず、喘  

功し、ランゲルハンス細胞がタイトジャン  
クションを形成し樹状突起から外来抗原  息の発症を、スキンケアによる皮膚バリ  

を捕捉することを示し、纏皮抗原感作機  
ア機能改善により抑制、予防することが  

序の概念を一新した（JExpM8d2り。   
できれば、厚生行政に多大なる烹献を  
することが期待される。   

（かRA発症とSTAT4、FAM167A－8しK領 域多型との関連を見出し、新規関連遺 伝子を発見し、その蛋白に対する自己  
抗体を特異的に検出した②自己免疫性  
関節炎発症における感染とTh17細胞分  

免疫アレル  関節リウマチの早期  

診断による発症及び 1症化予防  19  21   ギー疾患等 予肪・治療 研究  江口 勝美       化への関与を明らかにした③杭酸菌 HSP70及びBiPに対する免疫応答が抗 CCP抗体産生及び関節炎の進行に朝 与していた尾汐イブⅡコラーゲンを積的  連していた。RA及び診断未確定関節炎 におけるMRIの有用性を明らかにした。  

とした抗原特異的制御法を確立した⑤  

特異的に発現するGP2分子に対するモ ノロ 免疫寛容を含む、より効果的粘騨免疫 応答を誘導する濾胞粘膜上皮M細胞に  ク 
ーナル抗体を作製した   見であった。   の臨床！式験の道筋を開くことができた。   

アレルギーの原因・病態解析をもとに  
して、新たにアレルギー（アトピー）の遺  

伝手学的分類が確立され、個々の具備  

アレルギーのテー  免疫アレル  
ラーメイド姶療管理ガ イドラインの確立と実  19  21   ギー疾患等 予防 

・治療   特に既存の薬剤の適格な使用方法（中 止時期決定因子の解明を含む）が明ら   

用化  研究  ラ 
かにされてきたので、その病団・病態に 合致したテーラーメイド治療管理法の基  
礎が確立できた。「アレルギー（矧こ、気  
管支喘息）のテーラ「メイド治療管理ガ  

イドライン」を確立し発行した。   

関節リウマチ（RA）に強く犯された上肢  

関l附こ対する人工明鏡の開発研究を  

行った。上I随関節はRAにより長期間に  
わたり、かつ高頻度に犯されているにも  

免疫アレル  かかわらず、下肢関附こ対する人工瑚  
関節一ノウマテ上肢人  

工関節開発に関する  19  21   ギー疾患等 予防・治療  三浪 明男       ♯モ換前に比べて、上肢関節に対する 人工関節の多くは、未開拓の分野であ   研究  いてはT甲骨関節凍上方にフ 

く新しいコンセプトに基づくブロトタイプ の人工関節が開発され」現に人工手関  
附こついては医師主年型臨床治験が開  
姶されたところである。   関附こついては本邦初の本格的なデザ インの機檀がPMDAにての審査が通り  

臨床治験が開始された。   が期待される。   が期待することができる。   が特許を出願、取得している。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究課麺名  研究事業’   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開l頼  宥】  
姶了  文   

律   

今回の研究成果より、免疫抑制療法施  
行中の患者に対しては、積極的にインフ  
ルエンザワクチンや肺炎球菌ワクチンを  

膠原病患者における肺合併症として間  

膠原病の生命予後親  免疫アレル  
必要に応じて抗結核薬を予防内服する  

定因子である肺合併  異性肺炎及び肺患染症が入院愚老∴死 亡患者共に多く認められ、特にこの2つ  
症の診断及び治療法 の再評価と薪親肌発  特になし。   26  136  0  0  465  78  0  0  0   

に関する研究   研究   に1奏であることが改めて確認された。 特に肺感染症については、早期診断・  
早期治療の玉章性が示唆された。  

た、膠原痢こ合併する活動性間質性肺  
射こ対するタクロリムスの有用性が明ら  
かにされたが．一方で治療抵抗例の存  
在も確認された。   

アレルギー疾患の代替医療の実態調  
壬については、約3万人というこれまで  「わが子を花粉症からこう守る』サンデー  
報告のない多数例を対創こ検討して実  
態を明らかに出来た。代替医療の科学  

毎日、毎日新聞社21年3月15日、千葉  

的評価としては、厚生労働省の臨床試  
本研究成果の一部は、厚生労働省の  

免疫アレル  験の指針に基づいたブラセボを対照とし  ホームページの「花粉症の民Ⅶ医療に  

代替医療の実態と有 劫性の科評価  19  21   ギー疾患等  

ついて」に掲載され．民間医療の！党明、  

学的  予防・治療  抗測定やんnct；onalM円lこよる客観的評  主に花粉症に対する民間治療の実態、  
研究   値浅を用いた検封を行って意ヰや問麺  問隠点がわかりやすく記載されて花籾  

点を明らかにし、また、口腔粘膜の粘膜  
症を有する患者の理解に役立っている。  

免疫の特殊性についてjnvibり．invIYOで  
国放送公社（KBS）、2010年3月7日韓国  

詳細な解析を行い代替医療の新たな展  
全包でテレビ放送   

開の可能性を示した。   ジュバントとなり得ることが期待される。   

CD52分子に対するモノクローナル抗体  
であるアレムツズマブを用いることに  

アレムツズマフを用  よって二抗原以上のHU＼不適合移絶が  

いたHLA不一致同種  可能となるという発見は世界初のもので ある 
造血幹細胞移穐療法  。また、その血中濃度が移檀後の  田善伸（自治医科大学附属さいたま医  

び造血幹細胞移鳩領  の医師主ヰ治験およ  19  21  免疫アレル ギー疾患等  神田 善伸       CD4陽性丁細胞やCD8陽性丁細胞の回   

域における医師主導  研究  患者に対して同種移植という根治朗な 治療法が日本全国の移植施設において 可能となる。また．造血幹組胞移植領域  
治験発展のための研  の医師主導治験における有害事象の管  
究  理についての対策を考えることができ  撤する。   

た。この知見に基づいて今後の医師主  
幸治験の発展が期待される。   

新しいサ悦移植技術OBM－BMT）はヒトへ  
の応用を視野に入れて、サル等を用い  
た動物実験で安全性と有効性を確認し、  

新しい造血幹郷地移  免疫アレル  

研究   植技術の開発に関す る研究  20  21   ギー疾患等 予防・治療   池原 進  加齢（老化）関連疾患のモデルマウスを 用いて、骨髄内骨融移檀単独、または 胸腺移植の併用により、骨粗露症．肺 気種．Ⅱ型の糖尿粛アルツハイマー病 などの難病が予防並びに進行を停止す ることができることを明らかにしました。 特に、Ⅱ型の糖尿病とアルツハイマー 病に関しては、胸腺移檀の併用が強力 な武器となり得ることを発見しました 
。  

さてお、雷式Phasel Study）を6月25日に実施する予定で  
す。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課煉名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の朋発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開終  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  囲 際   願 取  

得   

本研究では、統合失調症およぴうつ病  すべての分野の研究の方向性（加速・維 拝・憩液等）を決める総合科竿技術会吉義  

の脆弱性遺伝子と中間表現型という成  において、こころの健康科学分野の代表  
糀神慮患脆弱性遺伝  匝理論に基づく診断法・治療法の開発  例の1つとして、本研究がプレゼンテー  

子と中間表現型に基  を行うことを目的としている。統合失爛  ションされた。具体的な内容は、統合失  
症のリスク遺伝子としてZNF804A遺伝  

づく新しい診断法t治 療法の開発に関する  

調症においてハノイの塔課顆を行った近  
赤外線分光浅における前漁業脳底活の  

研究   多型が、統合失調症において中間表現  変化が腱♯者と比べて明確に違ってお  
型の一つである視覚性記憶の低さと関  リ、統合失調症の病態の解明や客観的  
達することを見出したことが非動こ大き  診断に資する成果が得られたというもの  
な成果だと考えられる。   と思われる。   

である。   
された。   

わが国の精神科領域における臨床研究  
推進のための課鰭や今後予想される陣  

国民の「こころの健康」を脅かす大きな 聞態となっている 

精神科領域における  書について、2つのモデル研究（コホート 研究及び無作為化比較試験）を実施し 研究実應上の課麺を明らかにすること  
ができた。また、精神科臨床に携わる  ての研究ニーズが注目された。また、そ のはにく 

の基盤作りに朋する  
研究   着．精神医学研究領域のエキスパ 臨床研究推進のため    19  21  こころの懐 康科学研究  山田 光彦        ート 他の医学研究領域のエキスパート、生 物統計家 

肴、大摸多設共同研経者．朋 連字術団体関係者らと検討を実施でき  、コクラン共同計画参加経験 鶏施究験   
たことは大きな成果であった。   調節薬の抗うつ効果についての臨床研  できた。   

究の必要性が明らかとなった。   
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年度  原著論文  

（件）  

研究課姓名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／〈クト  出  
Ⅶl終  和 文  英 文  
始了  等   

待   

海外で開発されたPDDスクリーニング  
ツールを日本裾訳し、借換任・妥当性を  
示した。持続遂行課贈時の事象関連t  
位測定でN2的振幅の減衰がADHDに特  
微的に優位でPDDおよび定型発達では  
王芝めないことを明らかにした。また、   

48  12  108  柑  46  5  0  0  0   

発達障書者の新しい  19  21  こころの腱 康科学研究  奥山 眞紀子  流の変化より、多動症状の改善が著し  
いケース群（g∞drr8SpOnくk怜群）におい  

て内側前頭葉皮質に相当する部位の  
Oxy－Hb濃度が投与前に比して投与2週  
間後において有意に上昇していることを  
発見した。   示。教師へのoJoFming有効性を捷示。   

本研究では、わが国で心理学的制傾の 手法を用いた自殺の実態調査を継続的  本研究からは∴現在わが国の行政にお いてのとってい  
喫緊課憶なる自殺対策  

心理学的剖検データ  
ベースを活用した白  こころの健  

る研究   穀の原因分析に関す   1g  21   康科学研究  加我 牧子    に実施できるようにするため、面接震閥 発からデータ収集▼解析に至る一連の 調査方法論を整備すると同時に、実際 の調査実施によって今後の課鞠を明ら かにした。また、本研究は学術的手法を 用いた国内の心理学的剖検研究の中で 最もサンプル数が大きく、自殺の危険因 子を症例対照研究によって明らかにし  
た国内初の研究であり、自殺対策資料  

神科治療薬の適正使用に対する施策な ど、精神科医療の貫の向上など、行政 上の課油が確認された 

としての価値は高い。   点で、壬要な恵もを持つといえる。   。   

早期退院、退院促進には愚者個々の退  
わが国における救急・急性期精神医療  

長期入院となる王事な妻寿が王篤な糧  の効果が検柾できたこと、また多措積に  

神病症状と手段的日耗生活動作の鏑著  よる退院促進支援チームや地域生活支  
援チームとケースマネージメントの重要  

精神医療の質的実態  な低下であることから今後の精神医学 研究の重要な穣的が明らかとなった。ま  

把握と最適化に関す る総合研究  19  21  こころの腱 康科学研究  伊玲雅臣  た、精神科看護は一般科で用いられて いる書抜必要度では評価できないが、  
本研究で行われた退院促進における雪  療・福祉徒手壱■の奉仕によることが多  
護ケア実態から精神科看主蔓必車座が明  く、財政的支援が必須であること、ベル  

らかとなった。  ることが明らかとなった。これらは臨床  ギーなどわが国と同様の精神医療状況  
的観点からの成果である．   

であっても睨施設化に成功している国が  
あることが明らかとなった。   

疫学デザインにより推計した精神疾患・  
身体疾患ともに入院水準の患者の人口  
比発生率は、国際的にも初めての成果  提言した精神科救急医療事業の連用美 のシステム式が 
であり．3報がPsyGhia扇cS8山GeSなど  績集計様、平成20年虔 から、自治体から国に報告する様式とし  

精神科救急医療、特  の国際執こ掲載された。この疫学的手 法に基づく査は 
調、定期的に特定地域 で施して政施策の成果証を可能  

疾患合併症例の対応  
に関する研究   に身体疾患や認知症    19  21  こころの腱 康科学研究  黒井 尚        実行検 にする。放息・急性期の精神病性障書 に映するランダム化臨床試験の成果  

ラン 開こ関するエビデンスを生み出  合併症医療の実態と展望1：東京都にお  
は、4報がSchizoph■℃ni8Ro弱訂Chなど  拠となった（八田）。捷言した認知症疾患 療センタ 

の矧晩熟＝樗鼓され、精神科救急の多  
医ーは平成20年度に事業イヒさ れたく栗田） 

施設共同試験ネットワーク（JASTstudy  
。   

卯山P）を構築できた。   
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年度  原著論文  

（件）  

研究漂腰名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成案   その他のインパクト  出  
開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  包 内  国 隈   願 取  

得   

本研究班では、弘申分担研究者が中学  

生・高校生に見出される不登校・引きこ もりの実態把握についての検討から高 校生のひきこもりの実態とそのリスク  
思春期のひきこもりを  した。本ガイドラインは発表前から強い  

もたらす精神科疾患  ファクターを明らかにし．奥村分担研究 者は反社会的行動との関連から物理空  
学的治療・権助シス  の実患杷眉と精神医   間活動と††報空間活動の2パラメーター によるひきこもりの評価を行う新たな類  

テムの檎簗に関する  
研究   型化に取り組み、近藤分担研究者は全 国精神保健相祉センターの相談事例の  

精神医学的診断を集計し、大半が何ら  
かの精神陣書と診断されたなどの手術 的にも価檀ある成果を上げた 

。   

精神疾患に合併した睡眠清書の実態を  
明らかにし、不眠をはじめとする睡眠陣  
書が精神疾患の単なる－症状ではなく  精神疾患の履病期間は長く、療養中の  

精神疾患の病態生理に密接に関与した “併存症”であり、発症リスク要周として  睡眠・生活リズムの乱れは社会復帰を  
阻書する代表的な症状であり、本研究  

精神疾患に合併する  また臨床転帰の悪化要因として留意す  の成果は愚者の社会生活機能の低下を  
睡眠障害の診断・治  る健康問鳩などについての普及啓発に  
療の実態把櫻と睡眠 医療の適正化に関す  もたらす難治性かつ遷延る睡眠障害 を克服する上での指針となるものであ  ベきであることを明らかにできた。日本 園内の一般住民を対象とした調査から、 不眠とう 

つ病の併存率、対処行動上の  る。また本研究で明らかとなった国内で  
る研究   間傾点、うつ病者にみられる睡眠晋≠ の実態が明らかになった の向精神薬の使用実態に関する信頼性  

。診療報酬  の高いデータは、今後の薬事行政に資  
データの解析から精神疾患愚者の受療  すると考える。   
動向、医療機関での処方動向について  
様度の高い†雷扱が得られた。   

新邸、雑誌、テレビ放送、ラジオ放送で  

急激に社会間掛ヒし  過敏性腸症候群や摂食碑書などの心 身症の脳内神纏伝達の病態解明に焦 点を絞り込んで研究を行い、当初の巨  
ている心身症の克服 モデル  19  21  こころの腱 康科学研究  福士手  檀以上の成果を速成することができた。 過敏性膿症候群や摂食陣書などの心  見方で診療を進める背景が得られた。 また、本研究成果をもとに、診断治療ガ  

身症の脳内神経伝達の研究は扱が少 なく、極めて高い学術的徳雄を持つ。   帥dMot渦y誌（学術誌）上で受賞の梯子  
が報道された。   

子どもの生活リズムの改善を巳ざし「眠  
CBCL（Ch石IdBeh8JourCheckList）2／3歳  竃シンポジウム」をChlSCoPの主催、福  
用を用い．遅寝の情緒・行動への影響を  ADHDの臨床評価として、ADHD点児に  
コホー卜し、ロジスティック回帰分析によ  が、乳幼児の心と脳の発達を促す「眠  福岡母性衛生学会の後援をうけ、医療  平均36日日付近の訪問）を実施し、母乳  

夜型社会における子   
業物療法と睡眠・生活リズムの治療的 アクテクラフと波によって  

どもの睡眠リズムに  介入効果を脳 評価した。通院児のA虎i訂叫hと睡眠日 誌より夜間の「睡眠■覚醒リズムの後遺J  
よる心身飛違の前方 視的研究と介入法に  
関する研究   や「睡眠の真の低下」を認め，葉物療法 とともに睡眠に対する介入により異常行  

動に影響を与える可能性が示唆され た 
。   ガイドラインとなリラることを期待する。  など、親子の遅寝改善にむけた「鴫育」  

活リズム意練づけ」8，87であった。  キャンペーンと、地域定着を考える教書  
介入法の構築の足がかりとした。   
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年産  
原著論文  

（件）  

研究課地名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

蘭l粟  
名  

姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  
得   

ともすると失われた細胞の供給源をど  
の細胞にするか、という議論に終始して いのにいては 再生医学、ことに細胞移植の分野では  

ES細胞や幹細胞におけるしのぎを削る  
る現在再生医学研究お、 移植細胞をどのように生体に投与する  娩争が世界的な規捜で繚り広げられて  

神経・筋変性疾患に  か、有効な雑織構築につながるシステ  いるが、本件の骨組問質細胞からの秩  
ヰ系を産業レベルで確立することはこの   

テムの≠集と自己細  おける細胞移植シス  胞移租治療法の開発  19  21  こころの健 顔料学研究  出沢真理       ムとはどのような要素を必要とするの か、という重要な課矧こ関して焦点が当  分野における世界に先駆けた新規の医  
てられて来ていない。その意味で本研究  疲技術の創出となり、高齢化に伴い増  
はまさにこれからの再生医学を先取りし  加している神堰・筋肉変性疾患に酎‾る  
たものであり、学術的意義はあると考え  根本的治療法開発の突破口になると思  
ている。   

われる。   

MuSK抗体重症筋無力症は施萎矧こ至  
欧米やアジアのデーターとの比較研究  
に必重な、我が国のMuSK－MG患者の  
臨床像を明らかにした1∝）％の頻度で  MuSK抗体測定法を開発して大学病焼な  
MuSK－MGを発症させることができる画  

1症筋無力症の病態   
0  5  9    7  5  0  0  2  

19  2l  こころの像 康科学研究  五木和宏  指標データーとして専門誌で引用されて いる．  
MGにおけるAαほ阻書刑の過勧性のメ  いる．   

カニズムを明らかにし有効な薬剤を発  
見した   れ包民医療の水準向上に対して貢献し  

ている．   

READマウス作出に成功したことによ  
リ，これを活用したタンパク長の生合成  

リードスノレ一読起物質を見出したこと により創出された知的資産は．リードス  

に関する新しい知の創出や研究効率の 上へのれ 
ノレーの作用機構や生体反応の制御機  

新規リードスルー惹  向貢献が見込まる。さらに．ヒ  
機の解明に新たな展硯が期待される。  

起物質によるナンセ  
ンス窓異型筋疾患治 療のための前臨床試  

ナマイシン類・アミノグリコシド頬の構 活性相関と毒性縮果から1蚤な知見を  2．仰0えナンセンス 性疾患に包括的に適用できる応用性が  

験   待て．リードスルー薬物候補だけでなく  
あるため．難治性疾患対策の推進に責  

手性を回避する新規誘導体創製の可能  献できる蓋然性が高く．大きな社会的成  

性を開いたことは大きな意義がある。   菓が期待される。   や医師．創集束企臭から反響を得た。   

これまでに得られている知見だけで  
は、種々の疾病が脳脊髄鹿渡少症とさ   
れるものに含まれている可能性があり、  症に関連のある日木頭瘍学会、日本神  が、近年、本症が頭頚部外傷後に続発  と交通外傷の因果関係をめぐり法廷で  

過去に瞳脊髄液減少症とされた臨床  
粒食を検証し、その臨床憺を規定、さら  

脳脊髄液減少症の診  に悦液漏の根拠とされていた図像診噺  

する研究   断・治療の確立に関   正  21  こころの腱  裏山 孝正  所見の疾患特異性、悦液漏と症状の画 異聞係を検討することによって、瞳脊隠  
液減少症の科学的根拠に基づく診断が  
可能となる。  らず自説を曲げないことにある．従って  れている。そのため、策定されるガイドラ  把握し対策を講ずべき神纏・筋疾患」で  都道府県全ての三善会で病態解明・研究  

本研究の成果は、これらの混乱を科学  インは、これまで公表されてきたものと  ある。従って、その病態を解明し、診断・  の推進を求める決議がなされ、本年度も  
的に解明し、過剰医療や見逃し医療を  は異なり「学会間の垣根を取り払い、誰  治療法を確立することは直接的にも、間  国に対して研究の進捗状況に関する棲  
回避できることから、臨床的意義は大で  
ある。   とが期待される。   持される。   
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研究課類名  名   名   
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始7  文   

待   

シァル酸の低下により連位型ミオパ  本研究の成果は、東京新聞をはじめとし  
チーくDMRV）が引き起こされることを胚  遠位型ミオパテーは大手の製薬会社が  

縫取り空地を伴う遠  明し、その発症には骨格筋筋捜線内に  興味を示さない希少疾病であるが、本研  
アミロイドなどのタンパク質の蓄積が関  

位型ミオパテーの根 本的治療法開発  19  21  こころの健 康科学研究  西野 一三  
究により、行政事業として患者会などの  

係していることを見出した。モデル動物  社会的な要請にこたえて治療への道を  
レベルで、DMRVがシァル酸補充によリ  

開いた。  
する公開シンポジウムが開かれた。本  

予防できることを証明し、この成果は  研究の成果をもとに、製薬会社とともに  
NaturoM8d；c；noに掲載された。   治療薬の開発を始めた。   

プリオンに対し自然免疫系IRF3線路が  
感染初期に活性化されるとIFNを介して  
抑制的に作用することが分かリ1FN療法  
の可能性を見出した。IRF3線路が抑制  

プリオン病における  されることから持織感染成立に1RF3抑  
制が関与していると考えられる。患者馳  

れに基づく診断・治療  免疫反応の解明とそ   なし   なし   なし   0  27  4  4  ヰ6  0  0  0  0   

法の開発   データを得、実験皇鑑別診断への応用  
可能性を見出した。抗体療法開発は、ヒ  
トIgG型杭プリオン特異抗体の同定・作  

成に成功した。脳へのチノバリーシステ  
ムとして抗体発現マイクログリアの細胞  
移鳩療法が有用であることが分かった。   

本研究では瑠胞補充療法善用いた薪親  
本研究の結果、発生段階における分子  
的異常が神綾胡胞の発生・発達に障書  

候補遺伝子DISCl  を及ぼし、成熟後の統合失調症発症を  我が国で発見され、世界に先駆けてそ  

讃傭する可能性が示唆された。また本  の実用化を進めることが重要な戦略と  

合失Ⅵ症の病態理解  の機能解析による統   なっている、人工多能性幹細胞（iPS細   

と治療戦略の構築   合失調症における認知機能低下の病態  
胞）作成技術を精神神経科領域で応用  

理解および治療厳略の構築に有用であ  する上での道標となる可能性がある。   

ることが期待される。  て画期的な治療法を生みだす可能性も  
否定できない。   

海外では、プライマリケア場面における  
うつ病有病辛が高いという結果を背★  
にプライマリケア場面における効果的な  かかりつけ医機能を有する一般内科外  かかりつけ医機能を有する一般病院の  自殺総合対策大綱に謳われているよう   
うつ病スクリーニング法が開発され、有  来においてうつ病の頻度は高いにもか  内科等におけるうつ病有痛庸や医師の  こ、かかりつけ医によるうつ痛の発見と  

地紺こおける一般診  
効な介入法が確立している。しかし、医  かわらす、多くのうつ病愚者はうつ病と  うつ病認識濯に関する情報はこれまで  治療導入は、地域全体のうつ病患者・自  

療科と精神科の連携  
本研究結果は、精神科だけでなく、内科  

によるうつ病患者／ 自殺ハイリスク看の  

先見と支援   
を持つ情報である。   

能を有する一般内科外来におけるうつ  が示された。そのためにも、内科外来に  喝、うつ病に対する処方実應は、今後、  する情報は、今後、行政としてかかりつ  
痛有病車、医師のうつ病雄幸、治療  おいてうつ病をスクリーニング・モニタリ  ガイドライン等を作成するうえで重要な  ナ医によるうつ病の発見と治療導入を  
導入率に関する知見として五葉な結果  知見となる。   促進するために必須の情報である。   
が得られた。今後の効果的な介入法の  
開発に必要な件報となる。   
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原書論文  
（件）  

研究課贈名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の晩発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始了  文   

得   

総括的疫学解析では、臨床調査個人票  診療の均一化と質的向上のため以下を  
改訂と患者情報データベース構築をお こない、これを用いた疫学解析と臨床研  
究を実施した。この結果、基礎疫学指樺  

の最新値が得られ、また研究班主導の 多施設臨床研究が複数スタートした。基  

難治性炎症性腸管障 雲に関する調査研究  19  21  難治性疾患 克服研究  渡辺守        礎研究では、「日本人特有の疾患関連 遺伝子解析」、「免疫異常機構の解 析J 、「組織再生鰍の解析と治療応’ 用」、r腸内細菌の関与追求J、r炎症に  

進められ、多数の論文発表がおこなわ  
よる発癌メカニズム解析J、「疾患特異 的バイオマーカーの探索」につき研究が   
れるなど、調査研究の成果を広く発信で  

進とともに、医療費の抑制にも貢献する  

きた。   
ことが期待される。   の鑑別診断アトラス」を編集した。   

／明菜大公開シンポ2010／ペルオキシ  
ゴーシェ病遺伝子のパーキンソンの発 症とのサボシンC欠  ソーム病治療研究（中日新聞21．11．柑）ノ  

間違有意性精粗 襖マウス病態解明、ムコリピドーシス、  
ペルオキシソーム病の病態解明，ゴー  

ライソゾーム病（フア   

19  21  難治性疾患 克服研究  術藤 義勝      シェ痛、βガラクトシダーゼ欠換痘の シャペロン療法の開発進最、集染性白 賢ジストロフィ ー（MLD）、クラツベ病での  

遺伝子治療刊究の進展。更にiPS細胞  
研究はファフリー魚クラツベ嵐ムコ多  て」／K弓ssFMまゆみとドクター森下のバ  

鴇症Ⅵl型のマウスよ切PS細胞樹立。   ていない）   
イオR8do「ムコ多地症についてJ  
（21息13）   

病胞解明について、薬剤、ウィルスと皮  
膚浸潤リンパ球との相互間係、サイトカ  
インプロフィールなどが玉章であること  
を示した。現時点では明らかになってい  重症多形溶出性紅斑の疫学調査（1次  

ない遺伝的背景を同定するために、ゲノ ム解析を開始し 
互恵多形溶出性紅耽 に関する調査研究  19  21  難治性疾患 克服研究  棟木 公二       、DIHS患者と対照群合 計134例のゲノムワイドスキャンを終了  24  T98  95  10  123  78  8    2   

した。骨髄幹細胞による表皮再生、脂肪 組織からの間葉系幹細胞の分離増養  
法、毛包の再生についての基礎的デー  

タを収九した。   する方法を生み出し、さらに簡易作製應  
を開発した。   

本研究で症例データベースを作成し、関  
本研究成果は．これまでのMHCクラ刀  疾患関連HLAの構造解析に基づくリード  
の抗原提示機能の自己免疫疾患発癌  化合物の検索は、アプローチとして有益  
への関与という．ドグマとも言える痛囲  であり、今後大きな社会的意義をもつ王  婁な成果に証穂することが強く期待され  

HLA多型が寄与する  自己免疫疾患の発症 機序の解明  19  21  難治性疾患 克服研究  反町典子     諭に対して．MHCクラスlによる自然免疫 細胞の制御という全く異なる発症メカ＝ ズムを捷喝したという点で、極めて新規 性が高く 
．かつ王事で。得られ 見はその科学的インパクトが評価され、  

あるた知   
こっての である。得られた成果に関する刊行物  

lmunity等、トップレベルの国際誌に掲 鼓された。  （論文等を含む）は、予算要求の基礎資  

認められたことは、移格医療lこ大きな可  料としての活用している。   
能性を捷示した。   
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